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１.はじめに 

 

 令和４年度の学校自己評価を元に、学校関係者評価を実施いたしましたので、ご報告

いたします。また、今回実施した学校関係者評価における評価結果は、ホームページに

より公開し、評価結果を踏まえ、よりよい学校経営、学校運営のために生かし、教育の

質の向上に努めてまいります。 

 

２.学校関係者評価について 

 

１) 学校関係者評価の目的（文科省） 

学校関係者評価は、「学校関係者評価実施規程」にもとづき、自己評価の客観性・透明

性を高めるとともに、学校・家庭・地域が学校の現状と課題について共通理解を深めて

相互の連携を促し、学校運営の改善への協力を促進することを目的として行うものであ

る。 

 

２) 学校関係者評価のポイント 

・ 自己評価結果は適切か 

・ 現状分析は適切か 

・ 改善案は適切か  

 

３) 実施時期 

評価対象年度終了後の６月までに実施する。 

 

４) 学校評価の運営方法 

本校規定の「「学校関係者評価実施規程」」に則り実施する。 

 

前年度の自己評価及び学校関係者評価に基づき、 

改善した方針により学校を運営する 

↓ 

年度終了時期に学生アンケートを実施 

↓ 

アンケート等を元に自己評価委員を中心に 

全教職員にて学校自己評価を実施 

↓ 

学校関係者評価委員会を中心に、 

自己評価の内容について評価を行う 



３.令和元年度学校関係者評価 

 

１) 開催日時・場所 

日 時 令和５年６月２８日（水） 18:00 〜19:30 

場 所 ※リアル出席とオンライン会議にて実施 

 イデア ITカレッジ阿蘇 

 企業各社等 

 

２) 学校関係者評価委員 

学校関係者評価委員として、下記のとおり関連業界関係者、教育有識者、地域住民の代

表者に委嘱。 

 
 

３) その他参加者 

 

４) 議 事 

 以下の通り議事を進行した 

(1) 学校長挨拶 

(2) 学校関係者評価の趣旨説明 

(3) 自己評価委員の紹介 

(4) 学校関係者評価委員の紹介 

(5) 自己評価概要説明・報告 

(6) 総評・意見交換 

(7) その他 

 

 

役割 氏名

関連業界等関係者

関連業界等関係者

関連業界等関係者

教育有識者

地域住民の代表者

内尾　公生 株式会社HTSライズ　熊本営業所長

橋口　博州 学校法人せとうち日本 IT ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾚｯｼﾞ　理事長

井手　美佐子 南阿蘇村婦人会

所属・職名

富山  孝治 株式会社システムフォレスト　代表取締役

乗口　雅充 株式会社セキュアスカイ・テクノロジー　会長

役割 氏名

家守　里佳 広報

堀口　奈美 業務推進

事務局

所属・職名

井手　修身 学校長

鈴木　俊良 副校長

菅　彰彦 事務長



４.自己評価 

 

１) 対象期間 

令和４年年４月１日〜令和５年３月３１日 

 

２) 実施方法 

１. 学内に「自己評価委員会」を設置し、委員会を中心に職員一同により評価する 

２. 自己評価委員会構成 

委員長： 学校長 

委 員： 副校長、 事務長、 業務推進担当、 広報マーケティング担当、 

 

３. 評価委員会は翌年度６月に開催する 

 

４. 学生意識調査（アンケート）を実施する 

学生調査 ３月 

 

５. 本自己評価報告書をホームページに掲載し、これを以て評価結果の公開とする  

 

３) 自己評価項目 

学校運営状況及び学生アンケートを元に、次の項目について自己評価を行う。 

１. 教育理念・目標 

２. 教育活動 

３．学校運営 

４. 学生の受入募集・学修成果 

５. 学生支援 

６. 財務 

７. 法令遵守 

 

 

４) 自己評価の段階 

 

    Ａ 適切   Ｂ ほぼ適切   Ｃ やや不適切   Ｄ 不適切 

 

 

 

 



５.学校関係者評価・コメント 

１）教育理念・目標 

  

 

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

 ・IICAの存在はメディア等で大分、認知されてきていると感じる。 

 ・求める人材像、専門力×人間力×国際性の方向性も理解されている。 

 

 

 

 



２）教育活動 

  

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

Q:単位、出席が足らない学生への対応はどうしているのか 

→夏休み、春休み時の登校での補習・補講などを実施し、卒業見込みになる 

レベルまでフォローしている。 

 ・セキュリティ等の専門スキルは、2年間での取得は難しい、3年コースを設ける 



  ことも視野にいれる必要がある。 

 ・オンライン授業の限界はあるが、一方でリアルに出てこれない学生がオンラインで 

も受けるのは良いこと、整備しておく必要があるだろう。 

 ・注文式教育企業との提携による授業の仕組みは評価できる。 

  

３）学校運営 

  

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

 ・開校して 1年目で、概ね円滑に運営できているであろう。 

 ・スクールバスや建物の保守修繕等は、きっちりと対応していることは評価できる。 



４）学生の受入募集・学修成果 

 

  

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

Q 学生の選定（入試）についてどうしているか。 

 →入試時に試験・面談があり、選定基準を設けている。一定レベルを保つことが、 

途中退学者を少なくする事につながる 

・企業側として学生の面接をしたが、IICA の校風が気に入っている、「行ってよかった」 

と学生が感想をいっていたことは評価できる。 

・高校への募集広報活動には、高校教師 OBのネットワークを活用したり、橋渡しし 

ている例も他の専門学校もあるので、参考にしてみてはどうか。 

・面接の仕方、ポートフォリオ、SPI 対策など面接時の可視化を高める必要がある。 

・N２行かない留学生の就職状況は難しいので、入学時の日本語レベルを注視したい。 



５）学生支援 

 

  
 

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

Q.生活面に金銭的な課題・家庭の事情を抱えている学生がいる場合はどうしてるか。 

  →「ちょっと IICA（いいか）」窓口を設けて、リアルやネットでの相談を受け付け 

て、スタッフが学生１人１人に対応している。 

・授業だけではないケアをまめにやる必要あるので、スクールカウンセラー等の導 

入を検討している。 

 ・学校までの通学の距離のカベはあろう。 

スクールバス運行はしているが、学生の車乗り合わせも多いので、事故リスク等 

も考慮していく。 

 ・留学生が 4割近くいて、日本の学生とは違う生活面や在留資格に関するフォローが 

  必要であるが、よく対応されてることは評価できる。 

  

 

 

 

 

 

 



６）財務 

 

  
 

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

 ・事業活動収支、収入：73,960千円、支出：72,624 千円、収支：769千円で黒字 

  化できたことは評価できる。 

 ・学生の充足が満たない中で、以下に収支を黒字化できるか、また将来的な建物や 

設備への投資もあるので、中長期的な財務基盤の強化は引き続き課題である。 

 

 

７）法令順守 

 

  
 

◎学校関係者評価委員からの評価・コメント 

 ・法令順守、専修学校設置等の適切な運営はされていることは評価できる。 

 ・週次での課題共有と解決に向けた取り組みの体制も評価できるので、引き続き 

  強化してもらいたい。 

 

以上をもって学校関係者評価報告とする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校法人イデア熊本アジア学園  

専門学校イデア ITカレッジ阿蘇  

〒869-1404  熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽 4518 番地 

TEL 0967-65-8021  

e-Mail info@iica.jp / https://iica.jp/ 


